
































度におまとめ下さい。 〈資料室〉の原稿については長さの規程はあり せんが、分量が多い場合は一部分を本誌に、全体 ついては本研究会ウェブサイト上に掲載する方法をとっています。
一、締め切りは毎年十月末日となっております。採否につい
ては決定次第ご通知致し す。
一、原文の引用は新字のあるものはなるべく新字を用い、注
の記号、配列などは本誌のスタイルに合わせて下さい。
一、掲載の 稿については、刊行 年後に電子化し、早稲田
大学リポジトリにて公開されます。
一、投稿の際には投 者の連絡先 略歴をあわせてご連絡下
さい。
一、投稿論文はメール、または郵送にて受け付けております。
郵送原稿の返却には応じておりません。
　　　
投稿先
　
郵便番号一六九
- 〇〇五一
　　　　　　　
東京都新宿区西早稲田一
　
六
　
一
　　　 　
早稲田大学教育学部和田敦彦研究室
　　　 　
リテラシー史研究会事務局
オンライン版『リテラシー史研究』
　
会誌『リテ シー史研究』は、最新号発行時に、その前号
までの会誌をデジタル化して公開しています。本第
12号発行
時には、第
1号～第
11号はオンラインでの閲覧が可能となっ
ています。早稲田大学リポジトリから閲覧でき ので、ご利用下さい。　　　　　　　
早稲田大学リポジトリ
　　　　　　　　　
http://dspace.w
ul.w
aseda.ac.jp/dspace/
リテラシー史研究会データベース
　
リテラシー史研究会では、 誌『リテラシー史研究』掲載
の論に関連するデータベース（総目次、文献目録等）を公開しています。書誌データに関する論が会誌に増えてきたことを受けて、なるべくそれら書誌データの解題や意味づけ、データのサンプルを会誌で発信し、全体のデータは前記のリテラシー史研究会ホームページで公開してます。＊『リテラシー史研究』の発行については二〇一八年度科学
研究費補助金「近・現代東南アジア地域における日本語文献の受容・流通についての研究」の支援を受けています。
